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地域の子どもたちの健やかな成長を願って 

けけんんももりり 

特特別別支支援援教教育育だより 

平成２６年１月２０日、日本が国連の障害者の権利に関する条約に批准しましたが、ここ数年

の特別支援教育には様々な動きがありました。平成２３年の障害者基本法の改正、平成２５年の

障害者差別解消法の成立、学校教育法の改正等の制度改正や体制整備が進められ、すべての国民

が、人格と個性を尊重しながら共に生きることのできる「共生社会」の実現を目指すことが明確

に打ち出されました。そして、障害を理由とする差別の禁止を明記した、障害者差別解消法が本

年４月１日から施行され、共生社会への新しい年に入りました。公立学校を含めた国や地方自治

体の機関などには、障害者が日常・社会生活を営む上で妨げとなる「社会的障壁」を排除するた

め、「必要かつ合理的な配慮（合理的配慮）」の提供が義務づけられました。

学校における合理的配慮については、平成２４年７月に出された中央教育審議会初等中等教育

分科会の「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推

進（報告）」に、五つの柱の一つとして「障害のある子どもが十分に教育を受けられるための合

理的配慮及びその基礎となる環境整備」があげられています。学校における合理的配慮とは、一

人一人の児童生徒が安心安全な環境の中で、十分に教育を受けられるために必要なこと、言い換

えると一人一人が分かる授業や教育活動を提供することと考えます。

この合理的配慮は、誰にでも同じように決定されるものではなく、一人一人の障害の状態や発

達段階に応じて決定されることが重要になります。毎日の活動の中で、それぞれの児童生徒が授

業の内容が分かり学習活動に参加している実感・達成感を持ちながら充実した時間を過ごしつ

つ、「できた・たのしい」という成功体験の連続が「意欲」「主体性」「生きる力」を育てること

になります。児童生徒の持てる力を最大限に発揮し、地域の中で存在感を高め、より充実した生

活ができるようになることが大切であり、卒業後の生活に生かされることが重要になります。ま

た、可能な限り合意形成を図った合理的配慮は、個別の教育支援計画に明記することが望ましい

とされています。

今後、各学校等においても、指導・支援の一層の充実や合理的配慮の在り方など、特別支援教

育の充実に向けてさまざまな取組が必要になると考えます。また、障害のある児童生徒の卒業後

までを見通した支援体制づくりの中で、専門機関や就労などに関する幅広い情報が必要となるこ

ともあります。本校としても、「けんもり支援センター」事業を通して、地域のニーズに応じた

取組の一層の推進を図ることにしています。これまで同様、「専門指導員派遣事業」による教員

派遣や公開講座の実施、交流及び共同学習の推進や各種情報提

供等に加え、本校の取組についての情報発信や本校に対する各

学校・園のニーズの把握、相談支援体制の整備など充実した取

組を目指します。そうすることで、地域の特別支援教育の充実

や障害のある子どもたちのよりよい自立と社会参加に向けて、

備北地域の特別支援教育のセンターとしての役割を果たして

いきたいと考えています。気軽なご相談をお願いいたします。

合理的配慮と本校の取組

「障害者の権利に関する条約」の批准に伴って制定された『障害者差別解消法』が、この

４月から施行されました。この法律は、行政機関（公立学校も含まれます）と、事業者（一

般企業や施設、私立学校など）を対象にしています。特に行政機関（公立学校）に対しては、

率先して取り組む主体として「法的義務」が課せられています。そしてその大きな柱は二つ

です。

一つ目は、（直接・間接に関わらず）障害を理由とする不当な差別の禁止。

二つ目は、合理的配慮の不提供の禁止。

合理的配慮については、文部科学省の「中央教育審議会初等中等教育分科会（報告）」で、

次のように説明されています。

障害のある子どもが、他の子どもと平等に「教育を受ける権利」を享有・行使する

ことを確保するために、

○学校の設置者及び学校が必要かつ適当な変更・調整を行うことである。

○障害のある子どもに対して、その状況に応じて、学校教育を受ける場合に個別

に必要とされるものである。

○学校の設置者及び学校に対して、体制面、財政面において、均衡を失した又は

過度の負担を課さないものである。

さらに、その合理的配慮の決定方法については、「一人一人の障害の状態や教育的ニーズ等

に応じて決定されるものであり、設置者・学校と本人・保護者により、発達の段階を考慮し

つつ、合理的配慮の観点を踏まえ、合理的配慮について可能な限り合意形成を図った上で決

定し、提供されることが望ましく、その内容を個別の教育支援計画に明記することが望まし

い。また、個別の指導計画にも活用されることが望ましい。」と説明されています。これを受

けて、本校でも個別の教育支援計画への合理的配慮の明記に向けて、様式の確認や記入の仕

方の研修を進めているところです。

東北福祉大学の大西孝志教授は、「学校教育における最大限の合理的配慮は“分かる授業を

行うこと”である。」と述べています。本校教員も従前から行ってきた配慮や日々の授業実践

を振り返り、“分かる授業”が子どもの持っている力を最大限に伸ばしたり、生きる力を育ん

だりすることにつながることを再認識していく必要があります。

合理的配慮は支援の観点が客観的に整理された新しい概念でありますが、合理的配慮とし

て何をすればよいのかは、障害の特性や具体的場面・状況に応じて、多様かつ個別性の高い

ものです。

今後、本校では学園の豊かな

自然環境や施設との一体的な運

営などの利点をさらに生かす取

組を推進していくとともに、本

人及び保護者と可能な限り合意

形成を図っていきながら、実践

を積み上げていき、より効果的

な支援が提供されていくことが大

切になってきます。（文責 山乗和彦）

（拭く範囲を示す） （シールを貼るために容器を

固定する）



  
交通案内 

ＪＲ新見駅から備北バス坂本行き哲

多支局前下車

新見市営バス宮河内線

健康の森学園下車。

○ＪＲ石蟹駅からタクシーで

約２０分（約１１ｋｍ）

○ＪＲ新見駅からタクシーで

約２５分（約１４ｋｍ）
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